
Title 英国綿業に於ける家内労働者（綿業に於ける産業革命序説二）
Sub Title
Author 野村, 兼太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1930

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.24, No.11 (1930. 11) ,p.1703(1)- 1744(42) 
JaLC DOI 10.14991/001.19301101-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19301101-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


M

c

i

l

a

食

；

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

1、

\

陶1mI；i |; l lj i i«i f纖I T^
;
^
5
H
^
v
^
y
.
l
>
^
.
-
^
^
y
.
>
-
.
^
.
\
v
.
>
-
^
-
_
l
-
>
s
.
-
-
;
.
-
.
l
.
r
:
^
-
>
-
.
- 

.
^
_ 

L
.
.

;-
.
-
:
,
，
-

'-
!-
: 

-
-
. 

- 

.

. 

-
■
-
-ゴ
.
--4
--
7

r-l
v 

l
.
-
l
-
-

--
,
-
^
-
-
H
-
^
-
^
-
_
-
^
-
H
j
-
_
-
- 

-
-
-
.
-
-
.
-
-
.
h
M

房

ぬ

琴
^
I
策
J
鋒

う 

f
 

■p^

i*

:;,

英

：國

綿

業(:
於

：け

る家
：：

內

勞

働

者'.
.
:
"
.

'
 

(

綿

「

於

：け
.
.る
.

_

業

革

：命

序

稗
^
^
 ̂

:..
'

初

«
瀚

業

^
於

け

:̂
勞

«
者
.め
：狀
態
：を

'明
か

に

す

,

た
、
め
：：
に

は

、
所

謂

象

：：
內

3:
:業
時
代
の
，槪

觀

^
先

づ
.大
太
體

.«
:べ(

て
'置
：式

必

:»
が
：ぁ
る

：。
：.：；
. 

.
：

：：
.
.
：
：

:-
、
.
；

.

::

.
,
.
:

:
-
^
-
內

-,
3
::
«馨

火

.ド

.0
0
. VJ H:

:#
制
度
.

v

の
ー
中
間
代
_
す
、石
過
.渡
.的
^
5

度

ビ
稱

せ

& 

や
る
;;
:
0::
^
.
.
♦

«

際

杯於
：；.

い
て
は
.；'ギ
グ
'ド
，制
：度
.不
.
.̂
於
，け
る
隹
產
；方'法• 

?何
等
異
：な
る
一w NT 

ろ

が

^
:
. 

S
。

從c
v

;̂
家
'內H

業
岭
於
、け
♦

«
人「

媒
後

#
の
'純
粹

-4
勞
.働
.者
'
:>
£
:
'
同
.な
マ
は
な
い
”。

笫
二
十
.脚
^
.，
ハ
.ー
：
七:0
!

©
英
阃
瀨
渫
怜
於
け
：：。
家
：内

.勞
働
夢. 

第
十
•一'號
，：

 

1,



第

二

十

四

卷

(

•ブ
七P
四)

：
英_
綿
業
に
於
け
る
'家
敌
嘮
働
者
'

:

:

第
：十

1.

狨

.

)

一

:; ^
^ '
等

.の

.
手：

--
3
:業

# :
.

永
く

^

*

的
；
特
質

；
_

 

'
べ：
：
ス
朝
ド
於
け
る
時

f
 

■ 

t 

-
:^
^

:̂
,.
v
>
< て

り
;5
:̂
:1:0,#:弟

：
條

；
令

：
ゃ
.；發
：_'
禁

止
0
諸

法
#

,

:
%;f
進

む
Vベ

.キ■

程

：:?
:

.

_戀

せ

、
し

め

，

取
.於
^

^

#
奪
截
態
が
耒
ぎ
急
鞭
ネ
る
發
；展
を
要
求
し

' 
て
'ゐ
な
か
ら
た
た
め
で
も

.
あ
る
。
S) 

家
內
敏
續
答
て
の
知

 

が」

極
め
て
簡
單

'な
道
具

g

依
々
、原
：始
：的
な
方
法
を
.以 

0

て
行
は
れ
、他
方
職
，人
自
身
多
少
の
土

地

を
所
贫
し
，新
鮮
な
空
氣

ビ
家
庭
的
生
活

に

惠
ま
れ 

て
ゐ
た

O

Q

Dし
か
し
こ
れ
等
の
獨
立
人
た
々
し
彼
等
は
漸
次
に
そ
の
獨
立
性
を
失

a
、終

k

全 

然
他

R

依
賴
す
る
賃
銀
勞
働
者
ど
化
し
去
つ
た
の
で
あ
る

C

S

Vか
く
の
如
さ
變
化
を
生
，ず
ベ 

さ
蓮
命
は
す
で

k

家
內

H

業
そ
の
も
の
、
內
に
存
し
て

.ゐ
た
。
中
間
商
人
の
發
生
は
後
の
資 

本
家
の
前
提
で
あ
々
、婦
人
、少
年

0

過
度
な
勞
：働
は

'初
.期

H

場
制
度
ド
繼
承
さ
れ

 

■̂
も
の
で
あ 

る
ぺ
5

商
業

0

發
展
ど
機
械
の
發
明
ヒ
動
カ

0

奈
見
ヒ
が
最
棱

^

か
く
の
如
さ
勞
_
者
の
獨 

立
性
を
全
然
喪
失
せ
し
め
た
の
で
あ
つ
た
。

綿
業
に
於
け
る
こ
の
變
遷
は
綿
貿
易
の
發
達
ど
共
化
最
も
著
し
く
現
れ
て
ゐ
る
。
該
産
業 

の
發
展

'?:
最
も
よ
く
明
示
す
る
も
の
は
、そ
の
原
料
た
る
綿
花
の

_

A

增
加
率
で
あ
る
。
今
一

七
四

(

六〕

年
段

®-
一
A-
三
一
牟

^

至
る
十
年
徐
の
燴
加
率
を
爱
一
不
す
れ
ば
•、次ぎ
の
姐
く
で
あ
る

七 七 七 七 七

八 七 六 五 四  

• *"■一

八 八 八 七  

ニ ー  〇 九||
三 土  一 九 八 七 六 五

洋 苹 咩 〇 年 年 作 年 印

f—«

年 .

八
割
一
步
、

ニ 

割
.
.

1
,
^

五'.屈
 

1
1割五分五厘

. 

七
'
割五分七

]3
1

餘 

三：十

-
割
九
，分
五
厘 

六
割

七
分
五
屈 

三：割
九
分
五

M 

九
割
三
分 

八
割
五
分

本
來
綿
業
そ
の
も
の
は
、英
國

R

於

S

て
極
め
て
新
し
い
產
業
で
あ
る

Z

ビ

は
す
で

R

述
へ 

だ
る
如

く

.

で
.あ
る
ぺ
七

)

然
る

.

に
.か
，く
の
如
き
急
速
な
原
料
輸
入
は

」

方
斯
業
^
從
事
す
る
者 

R
.大
.な
る
發
展
を
促
が
す

^

共
；に
、他
方
舊
.生
摩
組
織
の
.不
十
分
さ
を
最
も
早
く
感
ぜ
.し
め
た

( 

_

績
、織

.布
兩
方
而

R

於
い
セ
：器
具
の
改
良
、機
械
の
發
明
が
行
は
れ
た
。
今
て
、
ド
問
題
ビ
す 

寺
黥
は
，か

.

.く
，•の
如
♦

急
激
な
變
遷
に
遭
遇
し
、赏
時
の
勞
働
者
が
如
何
な
..る
狀
態
ド
ぁ
っ
た
か

第n

十
四
卷
マ

(

1
.七
〇
5

.英
國
綿
業
に
於
け
る
.家
內
勞
働
者 

ぺ
第
十
.
5 

三



第
二
十m

卷
：

C
5
C
H
O

莢
國
綿
槳
に
於
け
裏
內
勞
讓

-. 

第
ト'.1

號：：

四
.
. 

耷

明

が

k'
せ
ん
；

す

る

ド

あ
る
。
，換
言
す
：れ

ば

產

業

革

(

命
；前
：k
.於
，け

.る
鄭
業

.勞

.

«

漸
.次 

^
起

々

つ

、
あ
つ
た
產

.業
組
織
の
變
、革

^
:對
し
、如
：何
味

_る
.態
：度
を

.：採

.つ
た
か

.

.を
今
の
中
、、レ
問 

題
ご
す
る
。

今

直

ち

U

そ

の

間

題

'̂
.
;入
.
.る

k:
先
立

.
つV

'

小
ノ

：：

し

く

綿

：
業

の

、分

布

)

狀

態

：

VJ.

婦

- 

働

^

0

 

S

て

«
論

し

て

置

か

ぅ

？

俎

ふ
？
.
.
. ' 

. 

:

.

.

,

.

8

1
)

さ

手工業を永く持績せしめる忙力あつたチュド

.
ル朝の諸法制は爲政

#

の
‘ 

誤れる社會安宛欺ょリ出でたものである。
即
ち
エ

9

ザべス■
の姖弟衆令こ傅
 

統的技

.術
を
維
持
す
る
た
め
に
、七
平
の
徒
弟

■期
間
を
設
け
た
る
が
如
く
、又

.一
ニ
の
.例外 

は

.
あ
k

が發明發

Ji
を禁止せるか如く、
例
へ
ば
一
五
五
！

I

年の起毛

機

.
一五八

L 

 ̂

の？

5 ：

下
製

51
1

櫚

?-
•
六ニ三年の禅編機

'等
' の

0 

^
は何れも傳統的

_技
術
の
維
持
に

 ̂

り
社
會
的
安
定
を
欲
し
た
、
め
で
あ
ち
ぅ

-;
0

し
か
し
こ
れ
が
技
術
的
變
苹
を
阻
止
し
た 

と
ミは
叨
か
で
あ
ら
ぅ

.0

? s. 
w
c
a

 

a
n
d

 

A
’
w
i
l
more. 

r
Tcr
e R

o
m
a
n
c
e

 

of 

the 

c

m
 Industry 

in 

England,: 

1
9
2
7
, 

pp. 

4
9
-
5
0
,
)

又チュドル朝立法

0
の

^

度は徒弟條令に依つて知

9

泣
 

.
る
が
、それ
に
關
し
て
は
、拙著

S

國
資
本
主
義
成
立
史
し

(

改

.造
社
版

S

七
七
瓦
以
下
參
泛 

£
 

5

'
 

W
稿「

產
業
本
命
前
に
於
け
る
英
國
社
會
狀
態
ー
槪
論

」(

本
誌
依
ニ
十
ニ
卷
第
八
號
所

B

參

a
o 

(

註
三

)

n

 

I

!
 

r
e
i
n
e
d

 

a 

I

d
 

fabric, 

the 

manufacture 
w
a
s

 

altogether a 

domestic 

c
l
e
m

 

in this 

country,

.

.

.;•
:

.

.:
l
o
g
g
s to 

that of India. 

T
h
e

 

w
o
r
k
s
h
o
p

 

of the 

weaver 

w
a
s

 
a 

I
 cottage, 

f
rom 

w
h
i
c
h

 w
h
e
n

 h
e

 w
a
s

 

tired 

Qf I
n
t
a
r
y

 

labour h
e

 

c
l sally 

^

 

f
 
穿 

l
e garden, 

a
n
d

 

i
 the 

spa

皆 or 

tbe h
oe 

tend its .
l
n
a
r
y

 

.

?l.oductions' 

T
h
e

 

cotton w
o
o
l

 

z
<5:
&

r-
*
-。
^
0§ 
ビ
ビ
名
 

e
fr-
rv̂

ras 

picked 

clean 

b
y

 

tbe 
fiD.gers 

o
f

5:
ufyo§

get 

c
s
d§
, a

n
d

 was. carded 

s
d spun b

y

 

t
h
e
o
M
e
r

 

girls 

assisted by liis 

I
f
e
,

 

a
n
d

 

the 

yarn w
a
s

 

w
o
v
e
n

 b
y

 

himself 

assisted 

b
y

 liis 

sons. 

W
h
e
n

 h
e

 

could 

not 

procure 

within 

his 

family.a 

supply 

of yj-s 

adequate to 

tbe 
d
e
m
a
n
d
s

 

of liis 

lc§
, 

h
e

 h
a
d

 recourse 

to 

the 

spinsters 

of h!s_ neighbourhood

*;:
(
A
n
d
s
w

c
r
e
, 

s 

T
h
e

 

cotton. .Manufacture 
o
f

o
"
€
p
t
w
r
i
te.
pcd. 

b
y

 p
.
1、 -

Si
3
3
0
ndsj 

J
S
6
r
y
o
l
.
J
-

 

p. 

2
2
4
0

 

-

(

ft
s

拙稿

「

英國に於ける努

m

盎階級の發生

」
(

本誌第

.ニ十三

-卷第ー號所

.載)

六四

‘貢
0 

S
 

五〕
w
o
o
d

 

a
n
d

 

Wilmore, 

op. 

c
rpp. 

52.53.

(

ef
e

六〕

w

.

-

otr
P

P

BJ3
a

H

h

e 

L
a
n
c
a
s
h
i
r
e

 

cott.on 

I
n
d
u
s
t
r
y、

1904, 

p
.

 

37 

n
.

 

■

0

七〕

拙埤英國綿業の發達ミ商

P 

¥

誌

^
.一一 

十

四

卷

浓

六

_

所

©
五
 

一

H

參

照

,°

i

!

:

:

.

綿
業
に
從
事
す
る
者
が
如
何
な
る
分
布
を
な
せ
る
か

.
kつ
.S

て
は

.二
個
の

.黙
：か
ら
觀
察
す 

ベ
さ
で

%

る
。

一
つ
は
ラ
ン

•力
シ
ャ
ァ

(Lancashire)

及
び
ダ
ア
ビ
ィ
シ
ャ
ァ

(Derbyshire
)

チェ 

シ
ャ
ァ

(

o

f

l

v

R於け
る
そ
の
隣
接
地

^
集
注
せ
る

g

で
あ
 

>
、他
の
一

.つ

.は
そ
の
.集注
地 

內

R
於
け
る
紡
績
業
者

w

織
布
業
者

v
j

の

M
0
的
分
布
で
あ
る
。ハ八

〕

し
か
し
こ
.の
後
の
問
題 

I

4J
ち

^
饋

.業
者
が
マ

ゾ

チ
ェ
ス
タ
ァ

(̂
§
o.hesterv

の
周
園
半
圓

..形
內
^
南
窗
方
瓦
ド
存 

主
し
、織
布
業
者
が
ラ
ゾ
ヵ
シ

'
ャ
'，ァ
の

.北
部
及
び
北
朿
部
^
存
す
る
ビ
云
ふ
問
題
は
工
場
制
度 

.

.浓一
一
十

W
卷

ハ
一
七
〇
七

〕

英
國

‘綿
椠
に
：
於

け

.る

家

內

勞

働

者

 

.
第

ナI-

號 

.
3



第二十四：畚

a

七〇八

)

英國綿業に於け

I

內
I

巷
： 

，1—

5
 

-T
設
立
以
後
に
屬
し
ピ
、
で
は
問
題
外
で
あ
る

。
'

:

何
故

k

マ
ン
チ

-
ス
タ
ァ
を
中
心

V
J

す
る

I.

帶

R
綿
業
が
發
達
し
た
か

S

い
•
て
は
、す
で 

k
他
の
場
合
に
於
い
て
述
ベ
た
か
ら
、

t

、
で
は

@
略
す
る
。

S

唯
か
く
集
注

3
れ
た
綿
業
ど 

勞
働
者
ど
の
關
係

k

つ

S

て
一
言
す

.
'る，必
要

.が
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ン
チ
ュ
ス
タ
ァ
が
斯
業
の 

大立

=

分
力
存
在
し
た
中
心
地
で
あ
つ
た
ど
共

k
、他
方
か
な
々

.の
も
の
が
、特
に
綿
天
鹅
絨
化
あ 

つ

て

は

厕

圆

の

小

都

市

及

び

田

園

地

方

存

在

し

て

ゐ

た

。

そ

れ

等

の

地

方

.綿
天
鵝
絨
業
者 

は

大

體

レ

エ

(
L
e
i
g
h
)

ボ

ル

ト

ン
(
B
o
l
t
o
n
)

及

び

ォ

,
ダ

ム

(

0
|

ョ〕

に
、特

k

マンチェスタァ
 

の

^
區
に
半
圓
形
を
报
い
て
ゐ
た
。

.
地
方
の
縞
織
製
造
者
は
內
圓
を
な
し
、漂
白
業
者
，は

の 

圓
周
を
作
-
、マ
ン
チ
ヱ
ス
タ
ァ
附
近
纪
漸
次
多
く
集
注
す
る
の
勢
を
な
し
て
ゐ
た

0(

ー
0)

こ
の
分
布
は
一
七
七
ニ
年
の
狀
態
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
紡
績
方
面
に
於
い
て
ズ
す
で
^
多 

/;
ノ
エ

»
制
度
の
發
達
を
見
た
が
、機
織
方
而
に
於
い
て
.は
未
だ
手
織
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
た 

頃
で
あ
る
。

C
l
n

製
造
業
者
が
か
く
分

f

れ
て
ぬ
た

\
め
、勞
働
者
の
大
部
、分
は
各
々
歷
主

. 

^
容
易

^
到
達
し
得
る
範
圈

^

住
居
し
、彼
等
の
材
料
を
主
人
の
家
又
は
倉
窜
か
ら
獲
得
し
ピ 

れ
等
を
加
工
し
介
後
、今
れ
等
の
生
産
物
を
返
還
し
て

.や
た
。

乙

の
頃
か
ら
婦
人
：勞
働
者
の

S

業
^

於
け
る
地
位
が
著
し
く
變
っ
て
來
た
.の
で
あ
る
。

初
期

^
於
ぃ
て

■
人
及
び
少
ハ
ヰ
が
家
庭
內
で
行
な
っ
て
ゐ
た
仕
事
は
綿
花
の
選
擇
洗
滌

 ̂

紛
績

ビ

で
あ
つ
た
。
精
紡
機
の
發
明
者
ク
口
ム
ブ

ト

ゾ

(
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r
o
m
p
t
o
n
)

の
息
子

•か
次
ぎ

.の
如
き
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記
述
を
な
し
て
ゐ
る
。

「

私
が
步
け
る
や
ぅ
に
な
る
や
否
や
、綿
業

^

雇
は
れ

.

た

乙
V

J
5:
:

思
a

出
す
。
私
の
母
は
歸
の 

上
の
綿
花
を
何
時
も
打
っ
て
ゐ
た
。
を
れ
か
ら
强
ぃ
泡
立
っ
だ
石
鹼
水
の
入
っ

：

た：桶
の
中

R

 

浸
す
。
を

乙

で
®

は
私
の
下
著
を
胸
の
あ
た

-

c
v

ま
で
お

C

:し
上
げ
て
、桶
の
中
に
入
れ
て
底
の 

綿
を
踏
ま
せ

.

た
。
.第
二
の
篩
の
分
が
打
ち
終
，へ
る
ビ
、私
は
外
化
出
次
れ
，桶
の
中
に
を
れ
を
入 

れ
て
又
踏
ま

^

れ
'

た
。：
己
の
や
ぅ
な

乙

ビ

は
桶
が

4

杯
に
な
つ

.

て、私
か
中
に
立
つ
て
ぬ
る
乙 

を
が
出
來
な
く
な
る
ま
で
續

.
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ら
R

今
度
は
桶
の
侧
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倚
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が
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れ
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力
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踏
ま
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全
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驗
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:流
6

、綿
花
の
塊
を
ぞ
れ

0
れ 

十
分
水
.氣が
な
く
な
る
ま
：で
絞
っ
た

。

：
.

そ
し
て
を
れ
等

?:

毫
所

0

パ

ン

掛
の
上
に
置
い
て
乾 

燥
し
た
。：
母

^

祖
姆
ど
は
手
で
綿
花

.

を
梳

0

た
,

.

つ一
6

'

Z
の
種
の

‘原
始
的
な
方
法
を
以
っ
て
、婦
人
に
依

6
綿
絲
が
作
ら
れ
て
ゐ
た
、：め、織.る
速
度
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.三

:,
..

手
織
工
の
生
活
が

*
何
な
る
も
の
で
あ
つ
.た

か
。

第
十
八
世
紀
の
大
部
分
を
通
じ
て
あ
ま 

6
不
愉
快
な
も
の
で
ば
な
か
つ
た

V 」

云
ふ

0
C一
 

四
^

彼
等
の
食
料
は
，簡
單
な
も
の
で
あ
つ
た
。
 

今
日
か
ら
見
れ
ば
殆
ざ
耐
へ
雛
い
ほ
ざ
粗
末
な
も
の
で
お
つ
：た
。
衣
服
は
粗
惡
で
あ
つ
た
。
 

し
か
も
勞
働
は
烈
し
か
つ
た
。
し
か
し
彼
等
の
生
活
に
は

*

化
が
.あ

が、
田
阖

k
生
勝
し
、淸
淨 

な
.空
氣
を
呼
吸
し
将
た
。
ゲ
ス
ト

(
Guest

)

は
彼
等
が
健
全
な
肉
體
を
有
し
、自
尊
心

k
富
ん
で 

ゐ
た

S
云
つ
て
ね
る
。
彼
は
こ
の
事
實
の
甚
く
ど

^
ろ
は
彼
等
が
布
帛

fc
賣

A
、勞
働
を
賢
ら 

ざ
る
黙

R
、又
彼
等
が

«
人
で
ば
な
ぐ
、一
個
办
獨
龙
せ
る
企
業
家
で
知

+つ
た
驟
化
歸
レ
で
ゐ
る

」 

さ
ら
に
彼
は
云
ふ
メ
即
ち
彼
等
が

&

己
の
勞
働
の
た
め

'̂
最
却
の

»

酬
を
發
見
し
獲
#
せ
ん 

ど
し
て
屉
主
を
變
页
す
る
能

力
、精

巧
な

る
.

故
巧

k

»

す
る
、

ょ
办

高
さ
賃
銀
が
生

^

る
劍

M

に 

對
す
る
刺
戟
、彼
等
が
主
ど
し
て
彼
等
自
身
の
努
カ
に
依
存
す
る

V 」

云
ふ
自
意
識
、
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第
十I

玻 

！
0

が
彼
等
の
生
活

?:
'
偸
快
な
も
の

^
し
た
。(

一

五

、

殊
に

ラッド

.

ク
ソ

フ

(
R
a
d
d
f
r
e
)

は

1

七
八
八
年
か
ら

1
八
〇
三
年
を
以

0 V

を
の
黄
金
時 

代
ど
云
つ
て
ゐ
る
バ
一

O'
前
揭
綿
花
輸
入
增
加
率
の
示
す
が
如
く
、'一七
八
一
年
か
ら
九
一
年 

k

力
け
て
の
巨
額
の
綿
花
流
入
に
依

-
綿̂
業
が
著
し

^
發
昆
を
な
じ
た
事
實
は
こ
れ
^
推
侧 

す
る
乙

W

が
出
來
る
。
加
く
の
如
さ
原
料
の
輸
入
を
生
ず
る
紀
至
つ
た
の
は
茚
述
せ
る
數
種 

の
魴
績
機
の
發
明
に
侬

-
綿̂
絲
の
生
産
力
が

M

の
時
代
に
急
寒
な
ん
進
步
を
示
し
た

•か
た
め 

で
あ
る
。
，■が
ぐ
し
て
從
來
不
足
勝
ち
で
あ
つ
.た
綿
絲
が
補
充

;̂
れ
、織

H

0'
仕
事

S

大
い

^
增 

加
し
た

。

' 一
七
八
〇
年

^
於
い
て
織
機
の
數
は
三
倍
に

%
加
し
た

ノ
レ
云
ふ
。
:
勿
論
か
く
の
如 

さ
急
速
な
增
加
に
對
し
、急

k
織
機
を
製
造
す
る
こ
ビ
は
不
可
能
で
あ
る
。
，從
つ
て
リ
ン
ネ
ン 

や
毛
織
物
の
織

.機
が
綿
織
物

^
利
用

^
れ
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

2
さ

:,

し
か
し
ラ
ッ
ド
ク
リ
フ
の
云
ふ
が
如
く
黄
金
時
代
で
あ
つ
た
か
如
何
か
は
疑
問
で
あ

6
、又
 

ょ
し
著
し
く
隆
盛

^
な
つ
た
こ
ど
が
事
赏
で
あ
つ
た
ど
し
て
も
#
の
云
ふ
が
如
く
か
く
永
く 

繼
續
し
て
ゐ
た
ど
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
今
そ
の
反
對
の
例
を
擧
げ
る

'前
^
、少
し
く
か
く
の
如 

さ
機
.械發
明
が
妨
績
女
に
與
へ
た
る
影
響

^

っ
い
て
一
瞥
す
る
必
要
が
ぁ
る

^
敁
^
。

、ノ

ァ
グ
ソ
ィ
グ
ス
の
精
妨
機
の
發
明

^
依
つ
て
先
づ
最
初

.の
影
響

?:
受
け
た
。

一
七
六
四 

年
に
乙
れ
が
發
明

3
る 

> や
、急
速

^

ラ
ン
ヵ
シ
ャ
ァ
の
諸
都
市

^
於
い
て
採
用

^
れ
た
。
最 

初
機
械
は
小
規
蠛
の
も
の
で
あ
\
又
容
易

^
模
倣
し
、あ
る
ひ
は
購
入
し
得
る
も
の
で
あ
つ
た
。
 

從
つ
て
鲂
績
女
の
多
數
は
こ
れ
を
購
入
し
、自
宅

^
備
へ
る
、乙
ど
が
出
來
た
。
然
る

^

1
七
七 

九
年
ミ
ュ

\

機
の
發
明
ど
共

S

底
エ

.場
に
於
け
る
男
子
紡
績

.エ

S

M
爭
し
得
な
く
な

A
v
, 

J 

七
八
八
年
に
は
全
く
沒
落
し
て
し

^

つ，た
。

a

八)

彼
等
の
あ
る
者
は
乙

n

R
對
抗
せ
ん
ビ
し 

て
.蓮
動
し
た
が
、勿
論
得
る
ビ
乙
ろ
な
か
つ
た

0(

一
S
 

.又
事
實
新
し
い
職
業
で
あ
つ
た
ヾ
け
仑 

の
反
對
も
あ
ま
々
强
硬
で
は
な
か
つ
た
ら
し

S
。
'

か
つ
彼
攀
の
，反
對
し
た
の

.は

.小
機
械
に
對 

し
て

V
は
'な
く
大
機
械
に
對
し
て
の
み
で
あ
つ
た
。

c

二 

S
 

,

し
か
し
紡
績
女
の
衰
滅
は
實
際
生
活

R
如

何

な

る

影

響

?:
興

へ

た

で

ぁ

ら

ぅ

か

。，

事
實
、上 

述
の
如
念
反
抗
の

.存
在
し
た
黙
か
ら
見
て
、家
族
全
體
ど
し
て
多
少
の
收
入
減
を
生
じ
た
己

v

 

は
明
か

で
あ
る

0

被

#

の
收
入
減
少
は
小
機
械
の
發
明
ど
共
に
生
じ
つ
、
あ
つ
た
や
ぅ
で
あ 

る
。

1

七
八
〇

4

R
綿

業

勞

働

者

が

，議

會
R
訴
ベ
て
、從
來
婦
人
が

1
1十
四
«
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精
紡
機
に
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つ
て
一
週
八
シ
リ
ン
グ
乃
至
九
シ
リ
ン
グ

?:
得
て
ゐ
た
の

R
、今や
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あ
ら
ぅ 

入
の
增
加
を 

紡

*

機
發 

0
不
均
衡
は 

勞
銀
を
騰
貴 

織
場

V
J

な
し 

〇
、！

〇
〇
，1 

情
は
恐
ら
く 

業
は
地
方
的 

人
を
吸
“
し 

る
。

こ
れ
等 

全
く
立
場
を

得
る
に
過 

が
、

他

R
象 

生
'じ

た
。

以

_>
rnl
l
ビ 

1

八
〇
〇 

せ
し
め
た 

た
。
彼
等 

ニ
〇
志

 ̂

家
族
內
の 

な
產

_

で
 

た
の
で
あ 

の

^

k
於 

異
に
し
て

問
題

を
W
び

最

初

收 事る
o

機 の ミ

ぎ

な

い

ど

述

ベ

て

ゐ

る

。

2

ー)

己
の
’種

の

收

入

減

を

見

た

ミ

^

は 

族

全

體

の

收

入

を

考

ふ

る

時

、こ

n

R

對

し

て

償

a 

t
も

云

ぶ
.ベ

&

否
恐
ら
く
偾
ひ
以
上
で
あ
つ
た
ら
ぅ
。
即
ち
手
織
工
の
發
展
で
あ 

同
じ
不
均
衡
が
綿
業
界

?:
襲
つ
た
。
綿
絲
の
生
産
額

e

織
工

の
數 

年
に
於
い
て

^

の
絕
頂
緻

R
達
し
た

.
C
5
1
V
.手
織
エ
の
不
足
が
そ 

ば
か

C
N

で
は
な
い
。
機
離
®
の
不
足
は
あ
ら
ゆ
る
家
屋
を
化
し
て 

の
勞
鈒
は
五
倍

^
上

<
、̂
一
家
族
の
齎
ら

す

收

入

は

一

週

、四

〇
、六
〇
、八 

達
す
る
も
の

^

へ
あ
つ

.た
ど
云
は
れ
て
ゐ
る
。

U
1

5
'

か
く
の
如

さ

事 

婦
人
の
收
入
減
は
十
分
以
上
に
償
は
れ
た
で
あ
ら
ぅ
。
加
ふ
る
に
線 

あ
る
。
そ
の
急
速
な
發
達
ば
他
の
業
務
^
從
事
し
て
ゐ
た
多
く
の
婦 

つ
た
。
從
つ
て
两
び

-̂
れ
等
の
方
肺
^
歸
る
こ
ど
も
出
來
た
暂
で
あ 

S

て
綿
業
^
於
け
る
紡
績
女
は
羊
毛
業
化
於
け
る
彼
等
の
姉
妹
ど
は 

ゐ
た
。

S
四
：

>

反

さ

ぅ
。
綿
業
に
於
け
る
手
織
エ
は
獨
立
人
^
し
て
均
較
的
偸
处
な

i

!

I1!
f

I

1I
II
I!

生
活
を
し
て
ゐ
た
か

”如
何
か
。
又
ラ
ッ
ド
ク
リ
フ
の
云
ふ
が
如
く
一

 

七
八
八
年
以
後
そ
の
黄 

金
時
代
が
出
現
し
た
か
如
何
か
。

：

最
初
の
問
題
に
つ
い
て
は

.大
體
に
於
い
て

.
否
定
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
英
國
綿
業
史
上

• 

.
 

■
 

-
 

-
 

■
 

——

の
如
何
な
る
時
期
化
於
い
て
も
、多
數
の

：

獨
立
的
職
人
が
存
在
し
た

v
は
..

考
へ

,
ら
れ
な

K

毛 

織
物
業

^
於
い
て
は
、デ
フ
ォ

9

I

W
の
指
摘
す
る

が

か
く
、富
有
な
る
織
匠
が
ハ
リ
フ

.ァ
ク 

ス(

泛
ー
ぽ
^
を
の
他
に
ゐ
た
沪
も
知
れ
な
い
が
、

0

云〕

傳
統

? :
有
せ

‘3'
る
綿
業
に
於

S

て
は

.同 

1

に
见
做
す
ゎ
け

^

は
ゅ
か
な

.い

,°
他
の
場
合
に
於
い
て
述
ベ
た
る
が
如
く
、

0

H

O

.綿業
は 

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ァ
の
商
人

?:
中
心
ビ
し
て
發
達
.し
て
來
た
も

'の
で

.あ
る
。；
乙

 ̂

Z V 」

は
本
論 

文
の
第
二
節

. ^

.於

S

て
述
べ
た
そ
の
地
理
的
分
布

^

依

0

て
も
知
ぅ
#
る
ど
乙
ろ
で
あ
る

a

 

從
つ
て
她
方
の
織
底
は
大
體

^
於
い
て
常

^
商
人
に
對
し
從
屬
的
地
位
^
あ
つ
た
ど
見
做
す 

ベ
さ
で
あ
ら
ぅ

.0

:

第
ニ
の
點

k

つ
い

て
は

あ
る
程
度
ま

で

こ

れ

を
認
め

る

z
f

が
出
來
る
。
紡
績
業
の
願
著 

な
.る

發

展

は
.

乙

> 

K

多

く

の

紡

續

エ

場

の
k

立
を
見
、0

一
 
せ

多

く

の

：勞

働

者

を

吸

.引

し、
當
時 

各
方
面
か
.ら

發

生

し

た

(

ニ
八〕

.無
產
勞
働
者
の
群
拉
多
く
の
職
を

0
供
す
る

ビ

共

it
M

匠

の

第
―.一
 
十
四
卷

a

七一

五)

英
國
綿
業
に
於
け
る
家
內
勞
働
漭
 

第
す1

號 

)

H



第tl

十
四
卷

(

一七ニ

0

英
國
綿
架
に
於
け
る
家
杓
勞
働
者

 

第
十

一

钱

.

.

.

.
 

. 

....... 

•

.

生

活

%

«
か

R
な
し
た

o

し

か

し

Z
れ

は

*
る
：方

面

-^
つ

い

て

は

例

外

を

求

め

な

け

れ

ば

な 

ら
な
ぃ
。
例
ベ
ば
綿
天
鹅
絨
一
の
織
底
の
如

^

は
む
し
ろ
悲
慘
な
狀
態

^
あ
つ
た
。

2
さ
又
か 

な

,
早

/
N办
，ら彼
等

.の
窮
狀
を

訴

へ

る
運
動
が
起
多
づ
、
あ

0
た

o

こ
の
點

R

つ
い
て
少
し 

ぐ
次
ぎ
欷
述

.ベ
て
置
か
ぅ
。

C 
註

1

四)
c
h
a
p
m
a
n
v
o
v

 

c
rp, 

%.

广
-i
t

J 

五〕
Richard Guest ,

公 Th
e

w
h&:
s-cottB M

a
0u 「acturc

n)
t
p
: 

ibid: p. 36.

ょ
リ

al
»!
0

(

註

1

六)
n

 

o
p 

i

l
 

 ̂

i 

f

s

r

o

l 

f
 

^

Uieir former rents:-’.mi
g
h
t

 

be 

truly slid to 

b
e 

placed 

in. a 

M
g
；her state o

f

..wealth, I
c
e

 a
n
d

 godliness/ 

;
.
b

--N
:
the great. 4

e
m
a
n

'.p.-.for, 

a
n
d!:
c
r
*
i
g
h

 price of, 

their, labour, 

than, tbey 

h
a
d

 

ever.before 

experienced. 

Their 

aweli

B-gs a
n
d

 

saali gardens 

clean a
n
d

 n
e
a
t
l
a
u

 

the 

f
l
i
y

 

well 

clad, 

- the 

m
g with 

each 

a 

s
t
c
h

 

in 

his 

pocket, 

a
n
d

 the 

w
o
m
e
n

 

dressed 
to 

their o
w
a

 

f
a
n
c
y
l
t
h
e

 

church 

c
r
o
w
d
e
d

 to 

excess 

everv 

S
u
n
d
a
y
,
—

 

every house 

Weil, furnished-with. a..clock.in 
elegant m

a
h
o
g
a
n
y

 

or f
a
n
c
y

.
 .case.. 

W
i
lliam 

.Radcliffe 

'

!*
-
; 

o
r
i
g
i
n
o
f

 P
o
f
r
-
L
g
m

 w
g
v
i
n
g
,

 

I

002
S
,
P
P
，
59167. 

s
a
p
m

•.
-(

驻 

j 

七〕
J
.
L
.

 

H
a
m
n
d

 

a
n
d

 Barbara H
i
B
o
n
d
,
《
T
h
e

 
Skilled 

Labowrer, 

1
7
6
200
3
2*;
:1

9
2
0
pp. 

C7.es.

... 

(

m

l
八)

pinchbeck” op. 
cirp. 

I4S. 

:

广li.1 

九)

《
-目
ユ
ー
^
这 
£.
 

machines 

were 

ordered by G
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 

to 

oease working,, to 

the 

m
s-of 

all 

M
i
s

 

Majesty-S

 ̂

s
 

I

s
 

0
?
 ̂

.
1
? 

p
o
w
e
r

 

a
n
d

ニ
，-
 

I

...
 

,

.
 

I

...

................

..

...

，

し

industry, 

with 

the 

aid of their 

legitimate 

cards 

a
n
d

 lland-wheelss(ibid., 

p. 

149 

よ 
9 

引 
(

註 

ニ 

〇)
《.
T
h
a
t

 

the 

Jcnneys 

a
r
e

b*the 

H
a
n
d
s

 

of the 々
or, 

a
n
d

 

the 

Patent M
a
c
h
i
n
e
s

 

are generally 
in 

the H
a
n
d
s

 of 

the R
i
c
h
;

 

a
n
d

 

that the 

w
o
r
k

 

is 

better manufactured, 

b
y

 

small Jen 
ロ eys 

than 

b
v

 

large 

o
n
e

-,v
 

云
.ふ
户 

ぅ
...な

論

法

を

以

づ
て

、彼
等
は
議
會
に
.
辭
.
へ
て
ゐ
.る
。(

c
o
m
m
o
n
'

 Journals, Juoe 

2
7
, 

X7
00
0
; ibid. 

,p. 

H5
M
.よ

-り W
v

 

用〕
(

驻

こ
ー
し

I

(

驻 

ニ 

ニ〕 

p
p
e
S
&
O
G:
交 Hh

e

 

industrial 

R
e
v
o
lutlonin 

the 

Eighteenth 

century.s 

T
w
n
s
.

 

b
y

 

M
.

 

v
e
B
o
n
,

 I
9
2
«
p
.

 245. 

ハ
訪1 i 

.三」

5 T
h
e

 

fabrics 

m
a
d
e

 

fro 
日 w
o
o
l

 

o
r linea 

vanished, 

while, 

the 

old. 

loo 
日
-

s
h
o
p
s
r
i
n
p
"

 

isufHcient; every 

•
 

.
 

lu 
日 bcr

丨
 room, 

even oid. barns, 

.cart 

丨

 houses,, a,nd 

0ut7bu.ild

b-g
s
d
f

 everv' 

descriptioo.welre 

”n»
p
e.
M

g

^

w
i
n
d
o
w

 

tjroke. “
llrough. the 

old 

'
 blank 

.
.
w
a
l
F

>
n
d all'ilttedcp' 

へ

or the「
.IOOm-shops. 

This rsouroe. of m
a
k
i
n
g

 .room 

being at 

length 

exhausted, 

n
e
w

 weavers》
cottages 

with 

loom-shops 

rose 

u
p

 

in 

every 

direction : 

all 

^
3
3
0
, 

dlate】y 

n.lied, 

a
n
d

 

w
h
s

 

in 

full 

w
o
r
k

 

the w
eekly circulation 

of m
o
n
e
v
,

 

as 

the price 

of labour only, 

r
o
s
e

0

five-times the amount ever before 

experienced in this subdivision,

.
3 

へRadclifTe, 

quoted by 

W
o
o
d

 and

W
i
l

日ore, 

op. 

cit.,\p,70o 

(

驻 
ニ 

四)
pinchbeck,, o

p
.

D.
r
.
I
J
.

 

149.

(

驻 

ニ 

五)
d
e
f
o
e
v

.--Tour 

through 

the 

W
h
o
l
e

 Island 

of Great Britain、
ed. 

b
y

 

G. 

D. 

K
. Co!e, 

1927, 

vol. 

II. 

p. 

606. 

等。 
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前
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T
o
 

餌

ニ
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四

卷
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七
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英
國
綿
業
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於
け
る
家
內
勞
働
者
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號

五



第I;

一十

.四
卷

_

(
I

七
一
八

〕

英
國
鄉
業
に
於
け
，

る

家
狗
资
働
者

 

第
十
一
號

 

一
六 

(

註
 

H

 

.七)

.
!«
•

,'wa.ines
,

た 

H
-i
o
r
y 

of 

t
h
.
e

-oottQn..'MaDufacture

S-G
r
e
a
t

 

Britain、
* 

Ioo
'
?5, p.. 
2

VO
. 

5
71

H

*c
^c
V
ず
.
、
一

モ八七年に於ける莢國訪紐工場の数は次ぎの

如
し
。

Lancashire 

t
, 

Derbyshire 

2
2
, 

Nottinghamshire 

1
7
r. Yorkshire.

1
1, 

chebhire.

oo”
stafrordshire 

7>. .wesllrlorepnd 

5.> 

Berkshire 

2, .Rest 

of E
o
g
-

 

land 

6
,
合
計
'
瓦
.
十
九
0 

(

註ニ八

y

前砠
「

英

_

に
於け

i

勞
俲
者
階
級
の
發
生

」

參
照
。

(

註 

ニ 

九)
C
h
a
p
i
n
,

 
op. 

c

r

P. 

3
00
,

態
I t ラ

置 ッ
い ド

:

四

ク
リ
フ
の
述
ぶ
る
如
く
、綿
絲
生
産
力
の
增
加
は

.大
體

k
於
い
て
織
工

?:
.し
て
好

K

た
。
し
か
し
當
時

k
於
い
て
も
彼
等

'の
間
化

'全
然
不
平
な
し
で

.は
：な
か
つ
た
。

一
.

七
九
九
年
に
織
エ
が
勞
銀
の
低
下
を
訴
へ
、相
互
扶
助
の
た
め
、又

議

會

の

救

W
?:
獲

得

せ

ん

が

た

»
R
、組合
へ

Association:}

を
形
成
し
つ
、
あ
つ
た
事
實
が
傳
へ
ら
れ
て

，

q

る
。
S
 

8

し
か
し

實
際
に
賃
銀
は
低
下
し
た

の
で
あ

ら
ぅ
か
。

ベ
エ

ゾ

ズ(

td
w3-
0
3

)

の
擧

C

る
ボ
ル
ト
ン

(Bolton 

J

R
於
け
る

I

七
九
五
年
：か
ら

|

八
三
四
年
ま
で
の
織
エ
の

«
銀
表

^
依
れ
、ば
次
ぎ
の
如
く
で 

ぁ
る
。

3

1)

一

七

九

五

年

H

三
志
三
片

〇

年

は

十
九

i匕、

片、

I

七
九
六
年

 

三
三
志
三
介 

1

七
九
七
华

 

ニ
九
恋 

1

七
九
八
年

 

三
〇
志
 

1

七
九
九
年

 

ニ
五
志 

1

八

o

〇
年

.

こ、五

志
 

'
八

〇
一年
 

ニ
五
志 

.〗

八

〇
ニ

年 

ニ
九
志 

I

八

〇
三
年

. 

ニ
西
志

以
下

一

ニ
の
例
外
を
除
い
て
漸
次
減
少
の
傾
向
を
示
し
、一八 

八
ニ
〇
年
纪
は
九
志
、一
八
三
〇
年
に
は
五
志
六
片

k
下
落
し
て

a

る
o 

.
即
ち
今
問
題
ど
な
れ
る

」

七
九
九
年

^
於
い
て
も
す
で

R

-A
志
以
土
の
低
下
を
見
た
。
力 

織
，
.機
の
發
明
未
だ
完
成

3
れざる以前か

S
る
著
し
い
勞
銀
の
低
下
を
見
た
の
は
何
が
故 

で
あ
ら
ぅ

か
。
織
工
の
不
足
か
ら
生
じ
た

^

の
.勞
銀
の
暴
騰
は
多
く
の
勞

#
者
を

^

の
職

 ̂

か
ら
奪
つ
た

0

農
家
が
必
要
な
人
手
を
獲
得
す
る
た
め
^
は
彼
等
の
勞
銀
を
高
む
る
ょ
ぅ
外 

に：手
段
が
な
か
つ
た
く
ら
ゐ
で
あ
つ
た
。
し
か
し
か
く
し
て
綿
織
業

^
集

ま

つ

た

.勞
働
者
は 

不
熟
練
で
あ
ぅ
、古

3
織
工
ょ
々
勞
銀
が
低
廉
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如

3
勞
働
の
集
注
は
漸
次

第
二

十
四
卷

a

七
一
九

〕

英
國
綿
業
に

於け

る
家
內
勞
働
者

 

第
十

一

虢

，

一
七



，第U

十

四

卷

(
I

七1
1

9

英
國
綿
.業
に
於
け
る
.家
內
勢
働
■者 

ニ
.號
.

一
.

^
勞
銀
を
低
下
せ
し
め
允

/

先
ヴ
勞
働
カ
過
多
ヒ
基
く
燊
銀
の
下
落
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
 

g
 
ニ
？.

な
ほ

乙

の
聽

k
. 

?い
.'
孓
は

.狻
婢
手
織

.

1
4

供
給
：

Q
.

問
題

.
R
關
し
て

W
論

ず

る

で

あ

ら

ぅ

。

.
'
'
ー：，
七
九
九
年
五
月
十
三

.
日

ボ

,
ト

ン

k
集
合
し
た
綿
織
工
.
の

委

員

會

^

於

妙

る

宣

言

^
は 

次
ぎ
の
如
く

.記
さ
れ

.て
ゐ
る
。
:°

1

5

S

擔

ょ

々

保

護

す

べ

さ
現
存
の

諸
法
律
は
彼
攀
の
間

k I

組
合
を
も
存
せ
ざ
る 

た
め
全
く

蹂

躏
3
れ
て

P
る
0

彼
等
，は
今
や
彼
等
の
正
當
な
、か
つ
合
法
的
な
權
可

^

於
い
て 

互
4

抉
が

し

又
綿
業
の
眞
の
狀
態
を
提
出
す
る

'時
、そ'の

最
も
適
當

な
i

ビ

m
心惟

さ

る
ベ

3

將
 

对
必
划
啶
の
た
め
セ
英
國
立
法
府

^
申
請
す
る
決
心

k
到
達
し
た
。

」

彼
等
は

「

赝
主

ビ

W
人
兩 

者
の

相

真

的

利
益」

を
述
ベ
、#
鈒
が
引
纘

為
下
落
せ
る
ド
對
し
、あ
ら
ゆ
る
生
活
必
要
品
は
如
何 

k
騰
貴
ぜ
る

?

云
ふ
公
平
な
る
考

f

要
求
し
、

「

又
我
が
敵
た
る
汝
等
ょ
、繰
返

さ

れ
た
る

Z 

れ
等

S

L

 i
l
e

し
な

s

か

——
大
英
國
は
世
界

s

s

g

f

 

S
し
、しか 

も
そ
の

赤
子
，
等
は
か
く
重
く
課

f

れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
ど
は

恥
で
は
な
い
か

I

五
て
が 

政
府

£

づ
i

s

を
述

ぶ
る

こ
ど
を
恐
る

r
か
-
—

汝

等

は

菩

人

；̂

過

激

派

f

f

の
 

名
を
烙
印
す
る
卑
劣
な
技
巧
を
弄
し
、陰
謀
、一
揆
等
の
風
說
を
流
布
す
る
。

」

彼
等
は
政
府
轉
贾

I

!
i

；

!
1

11

の
訧
み
に

.關
係
す
る
す
べ
て
の
乙
ビ
を
非
認
す
る
。
又
乙
の
點

k

關
す
る
誤
解
を
心
配
し
て

" 

#
合

-̂
關
す
る
最
近
の
法
律

(

恐
ら
く
ジ
ョ
ォ
デ
ー

一
一
世
第
三
十
六
章
の

seditious Meetings 

A
c
t
)

 

は、
國
民
を
無
政
府

、混亂
、

流
血
の
渦
卷

k
導
く
、亂
暴
な
民
主
的
狂
熱
の
制
御
^
し
て
の
み
企
て 

ら
れ
た
も
の
ど
见
ふ

」

ど
宣
言
す
る

^
至
つ
て
ゐ
る
。
彼
等
は

^
ら

^
勞
銀
の
減
額
^
つ
い
て 

詳
言
し
て
ゐ

る
。

假

6

k
一
 

七
九
ニ
年

^

新
婚
し
た
者
が
あ
る
ど
す
る
。
彼
は
を
の
當
時
布 

帛
四
十
四
嗎

^
對
し
ニ
十
ニ
志
を
受
け
た
に
違
ひ
な
い
。
然
る
に
一
七
九
九
年
^
は
幼
兒
の 

四
人
か
五
人

^

園
れ
乍
ら
、六
十
嗎

R
對
し
じ
か
も
良
質
の
緯
を
使
用
し

て、
十

I

志
ょ

6
受
取 

れ
な
い
。

.
彼
等
は
結
論
し
て
日
く
、

「

商
賣
の
惡
い
こ
ヾ
し

を

述
べ
て
も
無
益
で
あ
る
。
も
し
商
品 

が
實
際

^
欲
求

3
れ
な
い
の
な
ら
ば

*幾
ら
で
も
賣
る

乙

ヾ

」

が
出
來
な
い
。
も
し
欲
求

3
れ
て 

る
な
ら
、一
嗎

k

つ

&

ニ
片
や
三
片
は
買
手
を
北
め
る
も
の
で
は
な
い
だ
ら
ぅ
。

I

嗎

R

つ
さ 

こ
片
か
三
片
を
消
费
者
が
負
擔
す
べ
き
か
、勞
働
者
か
ら
採
ら
る
ベ
さ
か
、何
れ
が
ょ

6
正
當

R

m

は
れ
る

かOJC

三三

)

こ
、
に
ゃ
、
永
く
引
用
し
た
乙
の

」

文
は
多
く
の

S

.
派
い
て
興
味
を
感
ぜ
ら
れ
る
。
彼 

尊

.が
全
然
取
府
に
依
賴
し
て
ゐ
る
點
、未
允
全
く
資
本
家

^
對
す
：る
反
抗
的
！！神
の
認
め
ら
れ

第

二

十

四

卷

(
1

七一

二

〕

英
國
綿
業
に
於
け
る
家
內
勞
働
潘

' 
V 

第
十

I

號 

一
九



第

二

十

四

卷

C
I

七
ニ

5

英
國
綿
業
に
於
け
る
家
内
勞
俲
者

 

第
十

5
 

ニO

ざ
る
黙

^
於

.

S

て、ょ
く
當
時
の

M

の
種

.の
人
々

——

未
だ
純
然
た
る
無
產
勞
働
者
の
地
&
に
 

墮
せ
ず
し
か
も
事
實

k
於
い
て
そ
れ
等

V
J

何
等
變
る

乙

な
さ
人
々
の
態
度
を
叨
か
^
示
し 

て
ゐ
る

°

し
か
し
問
題
は
彼
等
の
不
平
の
根
源
が
何
れ

^
あ
る
か
ど
云
ふ

^
あ
る
。
即
ち
勞 

鈒
そ
の
も
の
、
絕
對
的
下
落
ば
か

A

で
な

く
、

他
方
祖
稅
の
重
課

ど
日
常
必
要
品
の
騰
貴

^

を 

#r
摘
し
て
ゐ
る
。

乙
れ
等
の
黯

k
於
い
て
彼
等
は
少
し
名
誤
つ
て
ゐ
な
か
つ
た

°

こ
の
頃
^
於
い
て

租
税
は

著
し

く

重

く
な

つ

て
ゐ

る
。

荼
、煙
草
、新

聞
紙
、

廣

告
、硝子
、狀

«
子，
 

驛
馬

取
及
び

競
賣

k
附
せ
ら
れ
た

則

產
の

租
說
は

何
れ
も

增
税

3

れ
た
。
鄕

萄
酒

及
び
砂
靖 

の

稅

は

ニ

倍

ど

な

み

、酒
精
類
の

“
稅
は
四
倍

<

な
つ
た
。

.
關
稅
品
に
は
附
加
稅
が
課
せ
ら
れ
、印
 

紙
稅
は
恐
ろ
し
く

增
額

^

れ
た

"
.

又
農
業

用
馬
西
、

海
上
保
險

k

附
せ

ら
れ
た
財
產
、傍
系

相

續 

等
に
梦
稅
が
設
け
ら
れ
た
。
し
か
し
最
近
の
新
し
い

若

痛
は
所
得

說

R
對

す
る
臨
時
徵
集
で

あ

つ

た

。(

三
四)

生
活
費
の
著
し

.い
增
加
も
又
眞
實
で
あ
っ
た
。
主
ど
し
て
一
七

九
五

年
以
來
の
農
業

不
乍 

R
甚

く

も

の

で

あ

る

が

、
|.七

九

九

年

^
於
> 
い
て

最
も
一
般
的
^
そ
の
缺
乏
を
感
じ
て
ゐ

た
。
 

ミ
#
生

- ©
費
增
ヵ
；

5
4七

‘
ッ
ィ

-i
ン
ナ
エ
ド

マ
ン

ブ

(

td
C
I
y 5t. 

E
d
m
u
n
d
s
)

の
あ
る
市
民
め
家

!

1

計

^

侬
っ
て
、一

七
七
三

年
ニ

七
九
三
年
、

一

七

九
九

年、一

八
〇
〇
年
を
比
較

す
れ
ば
、

最
も 

そ
の

一
班
を
推
察
す

る
乙

ど
が
出
來

る。(

三五〕

磅

麥芬
 

一c
o
m
b

 

o 

石炭
 
一
 

c
h
a
l
d
r
o
n

 

一

 

ォ
丨
ト
涉 
一
0
0
3
b 

0 

乾
革
一
荷

 

ニ
 

肉
類
 

o

バ
タ 

0

砂
糖
 

〇 

石
織
 

〇 

窓

S

窓
三
十

〕 

11

一
 

蠍
燭
 

〇 

救
贫
税
 

〇 

所
得
税

合
計
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節
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I
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英
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綿
業
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於
け
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內
勞
働
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九
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〇
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年

檢
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片
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〇
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六
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ニ
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〇

I
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i 
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五
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〇七
〇

〇

 

〇
〇
七〇
〇
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p

o

l
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〇

一
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：
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o
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〇

〇

九
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一
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〇

〇

〇

九

半

0 

0 

ー
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〇

三

〇
〇
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ニ
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〇

〇
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四
ニ
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四
四
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评

ニ

，

四

卷

C
I

七

ニ

四〕

英

國

細

業

に

於

げ

る

家

内

勞

働

齋

恐

e

上
の
狀
態

?:

此
較
.

す
る
時
、手

.

織
X

の
生
'

活
は
決
し

-

て
ラ
：ッ
ド
：ク

V

 

N

の
述
ぶ
る
が
如
く

* 

樂
觀
的
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
又

^

し
多
少
餘
裕
あ
る
生
活
を
な
し

#

た

ビ

し
て
i

、それ 

は
第
十
八
世
紀
末

^

は
す
で

^

不
可
能
で
あ
っ
た

ビ

推
斷
ず
ベ
き
で
あ
ら
ぅ
。
恐
ら
く
一

 

七 

九
三
年
頃
を
そ
の
絕
：頂

^

見
做
す
べ
さ
で
あ
ら
ぅ
。
そ
の
以
後
手
麟
エ
の
運
命
は
漸
次
^
降 

{

坂
^

あ
つ
た

^

考
へ
ら
れ
る
。

(

独
三
〇

)
H
a
l
o
n
d
'
o
p
.

 
crp.
 

5
00

'
 

s
 

H

ニ

〕

bdaines, 

op. 

c
r
p
,
4oo
9

.

8
 
三 

ニ)

ぷ

I
 
璧

ぎ

 

of agricultural 

lab 

urers 

deserted 

their 

o
l

l
t

f

 

a
n
d

 

a 

n
e
w

 

race of h
a
n
d
-
l
o
c
m 

I
v
e
r
s
,

 

w
h
i
c
h

 

h
a
d

 

undergone 

none 
of 

the 

transitions 

of 

the 

primitive 

manufacturers 

were 

the 

product of the 

exlstsg 

state 

of things. 

This 

body, of m
e
n

 

w
a
s

 

of a 

I
 lower grade 

in 

the 

social 

scale 

than 

tbe 

original 

w
e
a
l

 

h
a
d

 

been 

earning a 

m
u
c
h

 

less 
i
u
n
t

 

of- wages, 

a
n
d

 

h
a
d

 

been 

a
i
l
e
d

 

to b
e 

m
e
r
e

 

labourers. 

T
h
e

 

i
t
e
r

 

s
p
f

 rs 

therefore 

f
i
d

 

t
h
e
m

 
ready to 

I

k
 

a
t
s

 

i
&
ro-
r price, a

n
d

 

thus discovered an 

cutlet 

for 

their 

extra 

quantity 

of 

y
p This 

at 

once 

led 
to a great 

depreciation 

in 

the price 

of 

h
E
-
o
o
m labour, 

a
n
d

 

w
a
s

 

the 

beginning 

of that 

train 

of disasters wliicli 
has 

f
l
l
y

 

terminated 

in 

I
c
i
n
g

 

those 

w
h
o

 

f
 

kept 

to 

it 

to 

a 

state 

of s
t
a
r
l
p
-
C
G
I
,
《
A
l
n
s

 
a
n
d

 M
i

n

气
 

f

, 

p. 

34. ; 

w
.

 

c
i
i
f 
3
, 

Growth, 

M
o
d
e
r
n

 

Times, 

p. 

633.4.

よ
リ
引
甩
ソ 

(

社
三
三

)
H
i
m
o
n
d
,

 

op. cr

pp. 

5
9
-
6
0
.

ょ
リ
引
甩
。

i

|!
1
i
!

s
 

三

四ノ 

W
i
l
l
i
a
m

 

wmart, 

s
w
e
o
n
o
m
i
c

 

A
n
n
a
l
s

 

of the 

N
i
n
e
t
e
s
t
h

 

century.: 

1
9
1
0、

vol. 

I, 

p. 

3.

s
 

三
五〕

H
P 

p. 

7_

五

手
織
エ
の
經
濟
的
地
位
は
漸
次

^
惡
化
し
て
來
た
。
綿
絲
の
生
産
力
が
織
工
の
生
產
能
力 

ょ

{
も
遙
か
に
高
く
、し
か
も
綿
布
に
對
す
る
需
要
が
依
然
^
し
て
增
加
す
る
傾
向
を
示
す

な
 

ら
ば
、(

5
ハ)

當
然
織
機
の
改
良
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な

ら

な
い

. 0

即
ち
手
織
エ
を
隆
盛
^
導 

い
た
原
因
そ
の
も
の
、
中

^
彼
等
衰
亡
の
原
因
が
包
含

3
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
織
機
の 

锻
明

^
對
す
る
要
求
は
紡
績
機

^
蒸

‘

カ

が

利

用

ミ

る

〜

ど
共

:̂
一
 

層
强
く
な
つ
て
來
た
。

す
で

K
ノ

ッチンガムシャア

(

2

0

Sロ
^

|
&

ぞ)

の
：
パ

ッ
.フル
ゥ

ィ
ク

(
p
a
p
p
l
e
w
i
c
k
)
R

於
ぃ
て 

ー
七
八
五
年

^

蒸
氣
カ
を
利
用
せ
る
エ
揚
が
設
立

3
れ

--
:

七
八
九
年
に
は

マ
ン

チ

„

ス
タ
ァ 

K
於

s

て
杏

紡
績
業

^
こ

れ

が

利
用

?:
'
企
：て
ら
れ
た
。

3
ら
に

.一

七
八
九
年

R

グ
ラ
ス
ゴ
ォ 

(

Q
a
s
g
o

)

R:
於
い

.て
同

«

^
行
は
れ
た
。
し
か
し

Z
の

時
期
^
於
け
る
蒸
氣
カ
の
利
用
は
未
だ 

高
惯
で

あ

A

+

分
で
は
ば
か
つ

た
。

'大
部
分
が
ょ
々
安
價
な
る
水
力
を
利
用
し
て
ゐ
た

^-
過 

ぎ
な
い
。
水
力
の
利
用
は
特
殊
の
地
理
的
環
境
を
必
要
ど

し
、
.紐
績

H

場
を
十
分
な
近
世
的

K

.第
二

十

四

卷

U

七
ニ
五

〕

英
國
綿
槳
に
於
け
る
家
内
.勞
働
者

 

' 

第
十
一
號
 

ニ
这



t

第二十

HI

卷

C
l

七ニ六

)

英國綿業に於け

.る'家內勞働者

 

第
十
！
號
.

ニ
丨

場
た
ら
し
む
る
ド
は
不
足
で
あ
つ
た

。I
 ‘

れ
化
は
第
十
九
世
紀

^

於
け
る
ソ
，
ト

I

)

 

の
發
明

U

け
れ
ば
な

I

か
つ
た

"

し
か
し
何
れ

t

 

y

 
i

絲
.
1

產
は
工
場
制 

度
k

依
つ
て
行
は
れ
、織
布
は
家
庭

^

於
け
る
手
エ
業

^

依
つ
て
な

3

れ
、マ
ン
ト
ォ

(

f
 I

)

 

の
所
謂
過
渡
的
階
梯

^

あ

6

バ三

0

生
産
の
均
衡
を
得
ぬ

こ
ど
ば
明
か
で

あ
つ
た
。

紡
續
機
に
於
け
る
成
功
は
織
機
に
於
け
る
改
良
を

「

»
刺
戟
せ
ざ
る
を

得
な
か
つ
た
。

Z 

の
事

業

を

最
初
に
成
就
し
た
の
は
力
ァ

ト

ラ

ィ
ト

(

p

i

t)

で
あ
つ

た
。

し

か

し
彼
は
經 

營
的
才
能

I

せ
ず
、ミ

S

面
k
於

•い
て
失
敗
し
た
。

'彼
の

.ド
y
キ
ャ
ス
タ
ニ

 Doncaster )

に
 

於
け
る

H
®

も
又

I

七
九
〇
年マ'ンチ
ェ
ス
タ
ァ
に
於
い
て
カ
織
機
を
適
用
し
た
グ
リ
ム
シ 

ョ
ォ(

G
r

f

の
'

H

場

も
何
れ
も
失
敗
で
あ
つ
た

。
C三九)

' 

一
八

一

三
年

5

る
も
大
英
王
國 

?:
通
じ
て
ニ
千
四
百
の
カ
織
機
を
使
用
せ
る

$
過
ぎ
ず
、手
織
エ
は
な
ほ
餘
命
を
繼
續
す
る

Z 

ど
が
出
來
た

。

;.

し

3

し

時

代

の

當

然

の

傾

向

は

永

く

か

、
る
狀

態

に

停

止

す

る
わ
け
が
な
い
。

ヶ

ネ
デ
ー 

¥

暴

〕

の

算

定

£

れ
ば
、
一
八
ニ
〇
年
、，一

八

二

九

年

何

れ

も

S

の
如
|

加
を
示
し
て

ゐ
る
。

i

I
I
!
h

し

1

八
ニ
 

0
年 

1

八
ニ
九
年

，

英

國

 

1
ニ
、
ー
五

.
〇

.

.
 

四
五
.五

〇
〇 

蘇
格
蘭

 

二、〇〇
〇

 

一
〇、〇〇
〇 

合

計 

咖
四
ニ
五

0 

滋

H
T
S
0 

0

し
か
も
乙
の
數
字
は
べ
エ
ン
ズ
の
云
ふ
ど

^
ろ

^
依
れ
ば

.低
く
評
價

3
れ
た
も
の
で
あ
る 

(f
云
ふ
。
彼
の
算
定
に
侬
れ
ば
、力
織
工
の
數
及
び
ラ
ン
ガ
シ
ャ
ァ
、チ
工
シ
ャ
ァ
の
綿
工
場
の 

エ
場
委
貫
の
報
带

R

S
き
、英
國
に
於
い
て
は
八
翦
五
千
を
算
ふ
る
こ

€
が
出
來
、他
方
ス
コ
ッ 

ト
ラ

V

ド
の
數
字
も

一

/4
四
千

11
ニ
十
七

^
訂

1£
す
べ
さ
で
あ
る

^
云
ふ
ハ
ド

0
り

乙
、

^
奇
異
な
る
現
象
マ

<_
思
は
る
、
こ
ど
は
、かく
一

 

方
カ
織
磯
が
多
く
使
用

3
る

〜

や
ぅ 

に
な
つ
た

^

も
拘
ら
ず
、他
方
手
織
機
の
數
が
減
退
し
な
か
つ
た
の
み
な
ら
ず
、む
し
ろ
增
加
し 

て
ゐ
る
乙

W

で
あ
る
。
今
べ
ユ
ン

'、スに
從
つ
て
左

^
そ
の
數
字
の
大
體
を
記
さ

5

0
一
 

八
ニ 

四
年

^

ヶ
ネ
デ
ィ
は
手
織
機
の
數
を
ニ
十
四
萬
ビ
云
ひ
、又一
.八
三
三
年
に
ジ
エ
ム
ズ
>
リ
ム 

シ
ョ
ォ

(JaBes 

G
r
i
m
s
h
a
w
)

は
手
織
工
の
數
を
約
二
十
五
萬

V
J

述
べ
て
ゐ
る
。
然
る
^
他
方
マ 

ン
チ
ュ
ス
タ
ァ
の
商
人
ジ

ョ

オ
ジ
，ス
ミ
ス

(
G
e
o
r
g
e

 

s
m
i
t
h
)

は
乙
れ

?:
ニ
十
萬

V
J

算
定
し
て

P
る
o 

前
漭
に
從
へ
ば
增
加
で
あ
る
が
、後
者
に
依
れ
ば
減
返
し
て
ゐ
る
こ
ど
に
な
る
。

一
八
三
四
ハ
牛

第
二
十
四
卷
ハ
ー
七
ニ
七

)

英
國
貓
業
に
於
け
る
家
內
勞
働
者

 

第
十
一
號
 

ニ

五



第11

十
四
卷

C !

七ニ

八)

英國絲業

.に
於
け
•る
家内勞働者

.
ダ
■ラ
■
ス
ゴ
ォ
の
職
人
及
び
製
造

.叢
者
が
手
織

H

R
_
す
る
下 

依
る
ど
ス
コ
ノ
ト
ラ
ン
ド
だ
け
で
四
萬
五
千
又

'は
五
：萬人
の 

定
は
先
、つ
信
ず
べ
さ
も
の

S
見
ら
れ
る
。
從
つ
て
英
國

R

ょ
 

ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

o

何
故
な
ら
ば
通
常
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン 

の
人
員
を
歷
用
す
る

 

'
見
ら
れ
る
。
叉
紡
が
れ
る
綿
絲
の
量 

の
！で
あ
る
。
し
か
し
英
國
の
綿
絲
が
ス
コ
ッ
ト

•

ラ
ン
ド

ド
 

較
し
て

"織
手
が
英
國
ょ

-

C
V

多

v>
心
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
し 

ン
ド
の
四
倍
で
あ
る
ど
す
る
な
ら
ば
、大
體
穩
當
な
る
算
定
ど

こ
で
大
體
ク
リ
ム
シ
ョ
ォ
の
數
字
が
正
し
く
、少
く
ど
も
大
英
國

R-
於
い
て
は
一
八
三
三
、四
年 

R
於

い

て

も

な

ほ

二

十

五

厲

の

手

織

工

?:
有

し

て

ゐ

た

ど

云

へ

る

.
で
あ
ら
ぅ

0(

四
c

力
く
す
で

^
產
業
革
命
が
成
就
し
、他
方
に
工
場
組
織
が
行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
時
、な
ほ
か
く
多 

數
の
手
織
工
の
存
し
て
ゐ
た
の
は
何
故
で
ぁ
ら
ぅ
か
。
し
か
も
彼
等
の
生
活
狀
態
は
甚
し
く 

下
落
し
て
ゐ
た
。

一

八
三
ニ
年

^
彼
等
の
生
活
は
恐
ら
く
祉
會
化
於
け
る
最
も
悲
慘
な
、窮迫 

せ
る
も
の
で
あ
つ
た

V
J

云
は
れ
て
ゐ
る

。
§

) 

J

八
三
五
年
，

^
於
け
る
手

5

 
^
關
す
る
報

第
十

I 

ニ六

院
委
員
會

^
提
供
し
た
證
據

 ̂

手
織
エ
を
算
定
し
た

.0
こ

の

算 

少
く
 

v

も
二
十
萬
の
手
織
工
が 

ド
の
綿
業
は
英
國
の
七
分
の

j 

は
英
國
の
九
分
の
一
、又
は
十
分 

輸
出

^
れ
る
か
ら
、妨
ぎ
手
^
此 

英
國
の
手
織
工
が
ス
コ
ッ
ト
ラ 

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

吿
は
彼
等
の
衰
頹
を
圖
解
的

^
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
麥
粉
，ォ
ー
ト
ミ
ィ
ル
、馬
鈴
薯
、肉
類
^
等 

量
に
勞
鈒
を
費
ゃ
す
も
の
ど
見
て
、彼
等
の
勞
銀
^
依
る
分
量
の
變
化
を
次
ぎ
の
如
く
圖
示
し

て
ゐ

る

o
(

四
三)

一
七
九
七

-

—
1

八
◦
四
年
， 

勞銀ニ
六志八
片

 

.：食料の額一一八一封度
 

1
八
〇
四
-

—

一
八
一
一
年
 

同 

ニ 

0志 

同 

ニ
三
八
封
度 

一
八1 

一
I

I
八1

八
乎 

同 

I

四
志
七
片 

同 

ニ
ニ一

封
度 

1

八一

八
1

1
八
ニ
五
苹 

同 

八
志
九
片 

同

,

1

0
八
封
度 

一
八
ニ
五——

1

八
三
ニ
年 

同 

六
志
四
片 

同 

八
！l
i度

か
く
の
如
く

一

方
手
織
工
の
數
は
年
を
追
ふ
て
增
加
し
、し
か
も
彼
等
の
生
活
は
窮
迫
の
極 

度
に
あ
つ
た
。
何
が
故

.̂
か
く
の
如
さ
狀
態
を
生
ず
る
に
至
つ
た
か
を
次
ぎ
に
論
じ
、英
國
綿 

織
業
の
初
期
、即
ち
エ
場
制
度
設
立
以
前
の
織
匠
の
最
後
を
述
べ
た
い
ど
思
ふ
。

S

彐六

)

舖
絲
及
び
綿
布
の
商
品

 

>」

し
て
の
市
揚
に
つ
い
て
は
別
に
搞
を
改
め
て
そ
の
變
遷
を 

叙
述
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

(

註
三
七
ン

 

w
.

 .
C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
,

 

-

 T
h
e

 

G
r
o
w
t
h
-
o
f

 English.. Indu
s
t
r
y 

a
n
d

 

C
o
m
m
e
r
c
e

 

in 

M
o
d
e
m

 

T
i
m
e
s
'

 

V
O
L

 

I
L
, 

P
a
r
t

 

2
VP. 

6
2
7.

(

驻
三

八〕

g

I

G

g
は
綿
業
發
達
の
階
段
を
そ

の

坐
產
餌
織
の
變
化
か

ら
、一
二

つ
に
分
か
つ

て

ゐ

る

o 

第
二
十
四
卷

C
1

七ニ九

)

' 

英
國
綿
業
に
於
け
る
案
內
勞
働
者
 

第
十
一
親
.

ニ
七



m
l
l十

四

卷

c

一
七
H

o)

英
國
舖
業
に
於
け
.る
家
內
勞
働
者

最
初
は

H
l
e
a
v
e
s

の
發
明
に
次
い
で
起
つ
て
來
た 

五
年
に
茧
る
。

M

紡
機

(

ジ
玉
ニ
ィ

¥

代
で
あ
リ
、畠
 

期
は
水
力
紡
機
の
時
代
で
あ
つ
て
、紡鍺

H

場
の
，
罾
 

は
こ
、
に
云
ふ
家
內

X
業

ミ

エ

揚

制

度

が

.
.
}

時
的

ux, 
op. 

c
r,
 pp. 

2
5
7
2
5
7
0

 

s
 111-

九)
c
u
n
n

s-g
h
a
m
'

op. 

c
i
up, 6

3
2
P

 

(

鼓

四

〇〕
waines, 

op. 

c
r!>p. 

235-7. 

s
 

四 

一)
Ibid., pp. 

237-s.

(

註
四 

ニ〕 

H
a
m
s
.
o
n
d
,

 

op. 

c
i
rp. 

69.

ハ
註
四 

I

c

C
h
a
p
m
a
n
,

 

o
p
.

 

c
r
.
 p

.
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よ.
リ
引rn
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第
十

號

六

手
織
エ
の
生
活
が
漸
次

^

苦
し
く
な

0

た
理
由
は 

し
か
し
要
す
る
に

一

方
手
織

H

k

對
す
る
需
要
が
減 

k

外
な
ら
な
い
ペ
四

S

平
織
エ

^
對
す
る
需
耍
を
減
少
せ
し
む
る
に
预
つ 

な
く
ヵ
織
機
の
採

|1
]

で
ぁ
る
。
勿
論
蒸
氣
ヵ
の
採
川

に 生 內 も

結 し エ の 

合 始 業 で

た た. 全 ' 七 

時 顷 盛 七  

代 を 期 五

で 云 で 屯

あ ふ あ か
o

る る ら

1
K一七八

。
第二

第

三
沏
 

o
 

(
M
s
t
?

か
な
々
多
く
曝
げ
る
こ

V
J

が
出
來
る
。
 

退
し
、他
方

^

の
供
給
が
增
加
し
た
、
め

て
最
も
力
あ
っ
た
も
の
は

'K

ふ
ま
で
も 

ど
平
工
業
者
の
困
窮

V 」

は
必

r

し
も
必

i

然
的
關
係
に
あ
る
ど
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
例
へ
ば
綿
業
の
如
き 

た
の
で
あ
る
か
ら
¥
く
困
窮
を
生
ず
る
こ
ビ
に
不
思
議
は
な
い 

用
し
た
枠
編
物
業

(
r
r
a
m
e
w
o
r
k

 

k
n
s
n
g
〕

R
於
い
て
同
じ
く
早
く 

る
o(

四五)

こ
れ

だ
け
を
見
て
も
兩
者
の
單
純
な
る
交
互
作
用
を 

少
く
 

V
J

も
力
織
機
採
用
の
初
期
^
於
い
て
先
づ
最
も
影
響
を
受 

類
の
も
の
で
あ

.つ
た
か
を

.明
か

^
す
る
必
要
が
あ
る
。

手
織
エ
中
ヵ
織
機
の
採
用
^
依
つ

て

最
も

大
な
る

影 

要
？
し
な
い
仕
事
に
從
事
せ
る
者
で
あ
つ
た
ら
ぅ
"

一 

の
仕
事
の
性
質
か
ら
四
つ
の
階
級
に
分
か
つ
て
ゐ
る

0 

も

の、(

ニ)

技
佩
の
み
の
も

の、(

三)

筋
力
の
み
の
も

の
'
四)

技 

R

技
巧
的
な
も
の
で
あ
る
。

S

六
：

J

之
の

區
別
は
必
ず
し 

す
べ
て
の
織
工
を

1
列
^
取
扱
は
な
か
つ
た
點
に
於
い 

あ
ら
ぅ
。
論
ず
る
ま
で
も
な

く

、

困
窮
は
最
初
の
種
類
の 

た
。
委
員
の
報
告
す
る
ど
こ
ろ
に
侬
れ
ば
、罾
者
は
當
時

第

二

十

四

卷

a

七三

1
〕

英
阈
綿
業
に

於け

る

家
內
勞
働
老

け 斷 烈 が は  

す 乙 定 し 最 最  
手 す い も 初  

織 る 困 遽 k  

エ て 窮 れ 蒸  
が <i I I て 氣  

如 は 襲 蒸 力  

何 出 は 氣 を  

な 來 れ カ 適

て も 倆 即 八 響  

仑 優 ア ち 三 を  

^ の れ 筋 一 九 蒙  

調 た 力 筋 年 つ  

资 も S 力 の た

は の を も 政 者  

一 ど 共 技 府 は  

步 は （こ 俩 委 技  

進 思 必 も 員 巧  

め は 要 共 が を

者

^

甚

し

く

*
後

の

者

^

k
於

S

て
も
な
ほ

一

週
ニ

笫十

S

ェ 咬

b る な て を 用

種 い ゐ 適 しぬ そ 必

を 
要

3 

す
る
、特
 

な
い

が、
 

も
の
で 

な
か
つ 

志
か
らニ九

.



第

二

十

四

卷C 
~
セ
三
.ニ)

.英
國
綿
業
に
於
け
.る
家
內
勞
働
者
 

第
十1

號 

三

0 

1
:
1
十
八
志
を
得

.て

.
ゐ
た
ど
の
こ
ど
で
あ
る
。

.乙
れ
等
機
械

}̂
依
つ
て
取
つ
て
代
ら
れ
た
織
工

V

機
械

^
商
業

V
J

の
間

^

1

つ
の
相
關
的 

關

係

が

存

し

て

ゐ

た

。

綿業

^
於
け
る
カ
織
機
の
探
用
は

前離せ

る

如
く
極
め
て
緩
漫
で
あ 

.つ

た。

何
が
故
に
緩
漫
で
あ
つ
た
か
。

I

つ
の
理
由
を
多
數
の
手
織
エ
、殊

R
不
熟
練
勞
働
者 

が
容
易
に
こ
の
地
方
に
參
集
せ
る
こ

w

k
求
む
る
こ

^
が
出
來
ょ
ぅ
。
如
何
し
て
多
く
の
手 

織
エ
が
生
じ
た

.か
纪

つ

い

て

は

後

に

述

べ

る

。

又

初

期

に

於

い

て

は

ょ

し

力

織

機

?:
使
用
し 

て
ネ
、
一
.人
の
職
工
が
そ
の

」
臺
か
ニ
臺
を
蓮
轉
し
得
た

^
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て
力
織
機
の
ぶ 

用
は
決
し
て

經濟

的
で
は
な
か
つ
た
の

.で
あ
る
。

S
ら

R
力
織
機
を
採
用
し
得
る
た
め

^

は
、二
個
の
條
件
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
第

l

k
'm 

布

k

-s
す
る
需
要
が
甚
だ
大
で
あ
る

Z 

'
換
言
す
れ
ば
そ
の
商
業
市
揚
が
十
分
に
鱗
張
し
得 

る
見
込
の
あ
る

_こ
ど
で
あ
る
。
第
ニ
に
カ
織
機
の
採
用
は
生
產
額

2:
增
加
し
、價
格
を
低
廉
な 

ら
し
む
る

か

ら
、當
然
大
規
模
に
生
產
を
行

a
得
る
乙
ど
で
あ
る
。

(

勿
論
該
產
業
の
原
料
品
が 

十
分
供
給
^
れ
得
る
こ
ど
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

乙
の
點

R

つ
い
て
綿
業
の
原
料
た
る
綿
花 

は
十
分
を
の
資
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
，乙

、
R

は
敢
て
條
件

V 」

し
な
い

0
あ
ら
ゆ
る

係 こ 働 の い 場 . 

を の 者 勞 他 て 合  
言 忍 點 た 働 の 綿 ^  

む に ら 者 機 業 於  

t 械 は い  

吸 使 何 て  

收 用 等 機

る 彼 や 重 み 雇

ra
?:
增 

IE
し 

S

 

以
上
手 

大
な
る 

5

R
な

し
む
る 

0

 S

て
 

る

Z
ど
 

加
す
る

=(

四九)

織
工
の

影
響
を

ど が は て し の 缺 械  

云 出 後 ど た 場 く の  
ふ 來 i t で ° 合 る 使  

說 る 述 あ 從 プ ^ 用  
は ベ つ つ 同 乙 は

そ
の
生
產
品
の
販
路

^
相
互
關
係
を
有

.す
る
。

こ
の

«

R
)̂ 

ろ
な
い
も
の
で
あ
る
。

(

四七〕

じ
く
ヵ
く
の
如
き
事
情
か
ら
起

-Q
た
力
織
機
の
採
用
は
多
數 

て

問題はチヤッブマンの

■示
す
が
如
く
、手
織
工
を
工
場
勞 

た
。(

四八)

し
か
し
そ
れ
は
か
な

3
困
難
な
こ

^
で
あ
つ
た
。
 

る
。
兎
に
角

.乙
の
點
^
於
ぃ

て
機
械
ど
勞
働
者
ど
の
相
瓦
關 

し
か
し
普
通
說
へ
ら
れ
る
機
械
の
採
用
が
却
つ

て
勞
動
者
の 

そ
の
生
.産
品
の
販
路
を
膦
大
す
る
可
能
匪
を
前
提
ど
し
て
の

需
要
が
減
退
し
て
來
た
方
面
を
見
る
時
、初

期

R

於
い
て
力
織
機
の 

有

^
な
か
つ
た
。
し
か
し
一

度進步

せ
る

力
織
機
が
安
價
吡
使
用 

る

w

甚
だ
大
な
る
影
響
を
與
へ
る
や
ぅ
に
な
つ
た
。
即
ち
生
産
物
の
低
下 

等
の
生
活
を
、

一

I
多
少
技
巧
的
な
手
織
工
を
も
包
含
し
て

I

困
窮
に
陷
入
れ
た 

ノ
か
く
し
て
生
じ
た
多
數
の
手
織
エ
は
何
が
故
に
他

^
轉
じ
な
か
つ
た
か
。
そ
れ 

第二十四

卷

(
一

七
三
三

〕

英

國

議

に於け

る

家
內
努
馨

 

第十

一

駿

採
用
は 

し
得
る 

は
當
然 

の
で
あ

v
j

關
聯

三I



笫十

一

狨

伴
ふ
綿
業
の
地
理
的
分
布

る の n  
谷 方 も  

間 が の  
遥 は  

連 か 前  

設 k 述 
s 多 せ  

れ く る  
た 使 如  

° 用 く

第二
十

.四
卷

c
i

七三四

〕

英國綿

業
に
於
け
る

家內勞働番

し
て
こ
、：

k

1

言
を
費
す
必
要
が
あ
る
の
は

S

採
用

k 

で
あ
る
。

ゝ
カ
織
機
及
び
精
紡
機
の
動
カ

^

し
て
最
初
仅
利
用

3

れ
 

あ

り

た
。

ー
八

」

五
年

^
至
る
ま
で
蒸
氣
カ
ょ

3

も
水
力

-

 

S

ゐ
た
。
そ
し
て
そ
れ
等
の
水
力

H

場
は
水
力
の
利
用
し
得

ビ
は

一

時ランカシャァ

^
集注

3
れ
た
綿
業
を
ダ
ァ
ビ
ィ
シ
ャ
ァ

(Derbyshire
〕

及
び 

ンガムシャァ

R

分
散
し
た
0

し
か
し
蒸
氣
力
の
使
用

V
J

共

k

w

び
'
フ

ン

力
シ
ャ
ァ 

ら
れ
た
。
唯
乙
の
集
注
名
分
散
も
大
し
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
問
題
は
む
し
ろ
他 

に
あ
る
。
初
期
の
水
力

H
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